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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費が思わぬ失速を示したことにより、消費税率再引き

上げの延長、日銀の追加緩和で円安という強烈な追い風があるにも拘わらず未だ回復がもたついております。この

間、地政学リスクが燻るなか、米国経済は堅調に推移しているものの、欧州の回復が予想以上に遅れ、中国をはじ

め新興国経済の成長の鈍化が懸念されております。

不動産及び不動産金融業界におきましては、追加金融緩和政策の実施による一段の円安などを背景に海外からの

不動産投資が拡大しており、また、日銀によるETF及びJ-REITの買い入れを増加するなどによりJ-REIT市場も堅調

に推移しており、当業界は引き続き活況を呈しております。

このような状況のもと、当社グループにおきましては当第３四半期連結累計期間におきまして、平成26年10月に

ケネディクス株式会社（東証一部上場）が設立する、商業施設特化型のJ-REIT事業への参画を決定し、基本協定書

を締結したことから安定した売却先が確保できたことで、ますます優良物件の仕入に傾注することができるように

なりました。また、平成26年12月26日に長年の目標であった当社株式の東京証券取引所市場第一部及び名古屋証券

取引所市場第一部に上場することができたことにより、今後とも一層、JINUSHIビジネスを通じ、安全な不動産投

資を実現し、業容の拡大と企業価値の向上を目指すことを通し、社会へ貢献していくことができるような企業体制

を整えることができました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は9,315,514千円（前年同四半期比100.0％増）、営業利益は

1,388,347千円（同94.8％増）、経常利益は922,732千円（同141.1％増）、四半期純利益は538,820千円（同91.3％

増）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①不動産投資事業

不動産投資事業におきましては、売上高は9,045,140千円（前年同四半期比113.7％増）、セグメント利益は

1,968,586千円（前年同四半期比89.6％増）となりました。

②サブリース・賃貸借・ファンドフィー事業

サブリース・賃貸借・ファンドフィー事業におきましては、売上高は218,353千円（同2.0％増）、セグメント

利益は32,294千円（同7.4％減）となりました。

③企画・仲介事業

企画・仲介事業におきましては、売上高は52,021千円（同75.2％減）、セグメント利益は48,646千円（同

74.7％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ758,484千円増加の21,247,672千円と

なりました。これは主な要因として投資家への売却が進展したことから販売用不動産が4,703,486千円減少したも

のの、売却代金の回収が進んだこと、さらに東京証券取引所市場第一部上場及び名古屋証券取引所市場第一部上場

に際して実施した公募増資により4,458,900千円資金調達したことから現金及び預金が5,099,535千円増加しまし

た。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ、4,104,829千円減少の14,152,086千円となりました。これは主な要因と

して売却代金回収により借入金の返済を促進した結果、有利子負債が3,986,372千円減少したことなどによりま

す。

純資産は、公募増資の実施により資本金が2,229,450千円、資本剰余金が2,229,450千円それぞれ増加するともに

四半期純利益が538,820千円となったこと等により、前連結会計年度末に比べ4,863,313千円増加し7,095,586千円

となり、自己資本比率は32.9％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における売上高、利益ともに計画どおりの水準で推移しております。通期の連結業績

予想につきましても、平成26年８月11日に公表した「業績予想の修正及び配当予想の修正（増配）に関するお知ら

せ」のとおりの売上高、利益の水準で推移する見通しにつき、当該「お知らせ」の業績予想から変更はありませ

ん。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,055,086 8,154,621 

営業未収入金 8,232 525 

販売用不動産 16,682,153 11,978,666 

前渡金 174,200 291,117 

前払費用 201,060 95,266 

その他 34,235 102,955 

流動資産合計 20,154,967 20,623,154 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 20,753 18,317 

工具、器具及び備品（純額） 5,342 6,101 

土地 3,758 3,758 

リース資産（純額） 46,713 45,268 

有形固定資産合計 76,567 73,445 

無形固定資産    

その他 1,086 1,230 

無形固定資産合計 1,086 1,230 

投資その他の資産    

投資有価証券 19,960 307,222 

出資金 451 4,451 

敷金及び保証金 178,533 178,913 

長期前払費用 50,378 49,114 

その他 7,868 10,764 

貸倒引当金 △625 △625 

投資その他の資産合計 256,566 549,841 

固定資産合計 334,221 624,517 

資産合計 20,489,188 21,247,672 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 24,889 25,249 

短期借入金 1,000,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 210,766 8,211,333 

未払金 22,969 55,455 

未払法人税等 283,226 301,995 

未払消費税等 6,884 3,059 

1年内返還予定の預り保証金 870,150 689,380 

その他 65,283 76,344 

流動負債合計 2,484,169 9,362,819 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

固定負債    

長期借入金 15,575,208 4,588,706 

長期預り敷金保証金 165,455 165,455 

その他 32,083 35,105 

固定負債合計 15,772,746 4,789,267 

負債合計 18,256,915 14,152,086 

純資産の部    

株主資本    

資本金 249,780 2,479,230 

資本剰余金 228,225 2,457,675 

利益剰余金 1,685,931 2,058,923 

自己株式 △79 △79 

株主資本合計 2,163,856 6,995,749 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,713 △6,056 

その他の包括利益累計額合計 2,713 △6,056 

新株予約権 225 19,066 

少数株主持分 65,477 86,827 

純資産合計 2,232,272 7,095,586 

負債純資産合計 20,489,188 21,247,672 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 4,657,263 9,315,514 

売上原価 3,360,614 7,234,742 

売上総利益 1,296,648 2,080,772 

販売費及び一般管理費 583,840 692,424 

営業利益 712,808 1,388,347 

営業外収益    

受取利息 257 331 

受取配当金 86 234 

投資事業組合運用益 239 307 

その他 38 234 

営業外収益合計 621 1,108 

営業外費用    

支払利息 99,054 201,465 

資金調達費用 228,313 201,334 

その他 3,297 63,922 

営業外費用合計 330,665 466,723 

経常利益 382,764 922,732 

特別利益    

固定資産売却益 2,700 － 

違約金収入 92,429 － 

特別利益合計 95,130 － 

特別損失    

金利スワップ解約損 － 15,232 

リース解約損 － 130 

特別損失合計 － 15,363 

税金等調整前四半期純利益 477,894 907,369 

法人税、住民税及び事業税 240,788 405,815 

法人税等調整額 △57,820 △68,067 

法人税等合計 182,967 337,748 

少数株主損益調整前四半期純利益 294,926 569,620 

少数株主利益 13,203 30,799 

四半期純利益 281,723 538,820 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 294,926 569,620 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,776 △8,769 

その他の包括利益合計 1,776 △8,769 

四半期包括利益 296,703 560,850 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 283,499 530,050 

少数株主に係る四半期包括利益 13,203 30,799 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年12月25日を払込期日とする公募増資を実施しました。この結果、当第３四半期連結累計期間に

おいて、資本金及び資本剰余金がそれぞれ2,229,450千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が

2,479,230千円、資本剰余金2,457,675千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額  

不動産投資 
事業 

サブリース・ 
賃貸借・ファ 
ンドフィー 

事業 

企画・仲介 
事業 

計 

売上高            

（1）外部顧客への売上高 4,232,943 214,135 210,183 4,657,263 － 4,657,263 

（2）セグメント間の内

部売上高又は振替高 
－ － － － － － 

計 4,232,943 214,135 210,183 4,657,263 － 4,657,263 

セグメント利益 1,038,345 34,868 192,235 1,265,449 △552,641 712,808 

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,265,449

全社費用（注） △552,641

四半期連結損益計算書の営業利益 712,808

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額  

不動産投資 
事業 

サブリース・ 
賃貸借・ファ 
ンドフィー 

事業 

企画・仲介 
事業 

計 

売上高            

（1）外部顧客への売上高 9,045,140 218,353 52,021 9,315,514 － 9,315,514 

（2）セグメント間の内

部売上高又は振替高 
－ － － － － － 

計 9,045,140 218,353 52,021 9,315,514 － 9,315,514 

セグメント利益 1,968,586 32,294 48,646 2,049,527 △661,179 1,388,347 

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 2,049,527

全社費用（注） △661,179

四半期連結損益計算書の営業利益 1,388,347

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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